






















回 ［選択問題】下図は， 2022年5月10日から6月20日にかけての地球から見た

主な惑星の動きを， 星図上に表現したものである。 この星図は， 縦軸を赤緯横

軸を赤経として表している。 この図をもとに， 下記の問いに答えなさい。
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星図上における主要な惑星の動き

なお， この期間土星はほとんど位置を変えなかった。

問1 図中に含まれる五つの惑星（水星， 金星火星， 木星， 土星）を， 地球型惑

星と木星型惑星に区分しなさい。 また， 地球型惑星と木星型惑星の一般的特

徴を述べた以下の文について， 空欄に入る最も適当な語を答えなさい。 ただ

し， （ b ), ( c ), ( f ), ( g )には， それぞれ「大きい」また

は「小さい」のいずれかの語が入る。

地球型惑星の表面は主に( a )から構成され， 平均密度は( b )。 ま

た， 偏平率は（ C )。 それに対して， 木星型惑星はその構成物質の大半が

（　d )または( e )からなり， 平均密度は( f )。 また， 偏平率は

( g )。
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問2 図のように， 惑星は天球上でほぼ1列に並んで見える。 天球上における惑

星の並び方として最も適当なものを 次の①～④の中から一つ選び， 番号で

答えなさい。

① 天の赤道に沿って並ぶ ② 黄道に沿って並ぶ

③ 天の川に沿って並ぶ ④ 地球の自転軸と垂直に並ぶ

問3 この期間水星以外の惑星は天球上を東へ移動した。 しかし， 水星は5月

10日には東にごくわずかに移動したものの， 5月11日にほぼ静止したの

ちに西へ移動を開始し， さらに6月3日から方向を変えて東へ移動した。 

水星のこのような移動方向の変化について， 次の語群にある4語をすべて

用いて説明しなさい。

順行 逆行 内合 留

問4 移動様式が変則的だった水星を除くと， 期間中における天球上の移動量は

金星で最も大きく， 次いで火星， 木星， 土星の順に小さくなっている。 この

ような移動量の順序となっている理由として考えられることを説明しなさ
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